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 「思い出の論文」をどれにしようか迷っていた．学問
的な節目になった論文はいくつかある．大学院の研究室を選
ぶきっかけになった論文 1)，博士号の主論文 2)，アメリカにポ
スドクに行くきっかけになった論文 3)，アメリカに行って初
めての論文 4)，ラボを開いて初めての論文 5)，などなど．エピ
ソードのある論文もいくつかある．投稿1カ月後に，何のレ
フェリーコメントもなく，「12月号に掲載する」という一言
で採択になった論文 2)．あるジャーナルに断られて別の
ジャーナルに送ろうとしていたら，「考え直すから送り返し
てくれ」という手紙がきて，再投稿したら採択になった論文
4)．5つのジャーナルに断られ，2年がかりで6つ目にようや
く採択されたと思ったら，表紙写真に採用された上，巻頭で
紹介された論文 6)，などなど．さて，迷っているうちに原稿
の期限が過ぎてしまい，すでに文字数もかなり費やしてし
まった．
いろいろある中で，アメリカでのポスドク経験が，私のキャ
リアとファミリーにとって大きな転機になったので，その
きっかけになった論文を選ぶことにした．Nature誌に
Articleとして掲載された論文で，カリフォルニア大学サン
フランシスコ校のDavid A. AgardとJohn W. Sedatによる
ものである 3)．この論文は，ショウジョウバエ唾液腺の巨大
細胞核内で多糸染色体がどのような三次元配置を持つかを蛍
光顕微鏡で解析したものである．
当時の蛍光顕微鏡の分解能では，直径30μmの巨大核で

の解析が限界であったが，彼らは同様の解析を通常の二倍体
核に拡張しようとしていた．二倍体核は直径が5μmで，唾
液腺の核に比べて小さく，顕微鏡の三次元分解能を上げなけ
ればならない．共焦点顕微鏡も，まだ研究段階にあり市場に
は出現していなかった．この段階で，私がポスドクとして参
加し，後にデコンボルーション顕微鏡と呼ばれるシステムの
初期開発に関わることになった．この方法の原理は，顕微鏡

の光学特性に基づいて画像処理を行うことにより像回復を
行うものである．そのために必要な技術として，フーリエ光
学やコンピュータプログラミングを学ぶことになった．暗号
のようなコンピュータコマンドが英語で頭上を飛び交う．デ
イドッダッとタイプしろと言われて，それがdate.datと聞こ
えるようになるのに，時日を要した．大学が提供する外国人
のための英会話クラスに行くことを勧められた．新しい経験
の連続だった．
サンフランシスコで6年ポスドクをした後，神戸に新設さ

れた研究所にラボを開いた．この時点では，デコンボルー
ション顕微鏡はまだ市販されておらず，部品から買い集めて
組み立てた．規格外の部品は研究所の工場で自作し，制御機
器をコンピュータに接続した．こうして，デコンボルーショ
ン顕微鏡の自作機第1号が完成した．1号機が稼働して，細
胞を使った実験ができるようになり，神戸での最初の論文に
つながった 5)．この顕微鏡は2号機まで自作した．3号機か
ら市販機が手に入るようになった．新しいラボの起ち上げが
スムーズにできたのは，ポスドク時に身につけた技能のおか
げである．また，アメリカで知り合った研究者たちは，今で
も貴重な財産となっている．このような経験をもとに，現在，
大阪大学で細胞イメージングの研究教育を進めている．
これがアメリカでのポスドク経験がキャリアにもたらし

た転機であるが，さてファミリーにとっての転機とは，アメ
リカに入国した時は1人で，出国する時は家族が4人になっ
ていたことである．そして，このファミリーを生み出した人
物は長年の共同研究者としてプロフェッショナルに重要な
存在となるのであった 7)．
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